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R186 Event Information

▼
月
定
例
行
事
▲

４　

日　
　

岡
心
勇
隊
佐
賀
地
区

６　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
岡
谷
・
眞
世
・
南
渕
）

８　

日　
　

岡
心
勇
隊
奈
良
中
和

９　

日　
　

岡
心
勇
隊
五
條
橋
本
（
あ
や
の
台
）

13　

日　
　

岡
心
勇
隊
八
幡
地
区

15　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
道
弘
）

18　

日　
　

岡
心
勇
隊
大
阪
地
区

21　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
相
嘉
）

22　

日　
　

祭
典
準
備
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん（
表
野
・
飛
鳥
川
・
岡
萩
）

　
　
　
　
　

大
教
会
役
員
会
議

22
～
23
日　

婦
人
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

23　

日　
　

大
教
会
月
次
祭

23
～
26
日　

婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

24　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
東
松
浦
・
西
北
）

25　

日　
　

詰
所
ひ
の
き
し
ん
日

26　

日　
　

本
部
月
次
祭

30　

日　
　

岡
心
勇
隊
姪
浜
会
場

第
一
日
曜
日　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
午
前
中
）

今月のメッセージ

「何事もおやさまの御用向きと思って」

POINT

教
務
報

◆
本
部
食
堂
ひ
の
き
し
ん（
２
月
16
日
～
２
月
28
日
）

　
　
　

住
之
都　
　

江　

里　

智　

和

葬
儀
は
井
上
明
生
・
筑
八
分
教
会
長
斎
主
の
も
と
、

１
月
30
日
み
た
ま
う
つ
し
、
31
日
告
別
式
が
天
国

社
春
日
会
館
（
福
岡
県
春
日
市
）
で
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
長
年
、
教
会
長
と
し
て
道
の
御
用
の
上

に
尽
く
さ
れ
た
氏
の
功
績
を
讃
え
、
感
謝
と
敬
意

を
込
め
て
弔
意
を
表
し
ま
す
。

今光分教会
３代会長

吉原徳光 氏（69 歳）

１月２９日お出直し

【訃　報】

◆
大
教
会
人
事

　

・
お
つ
と
め
奉
仕
人
（
２
月
23
日
付
）

　
　
　

忍　

海　
　

岡　

橋　

善　

教

　

・
女
子
青
年
委
員
長
（
３
月
23
日
付
）

　
　
　

飛
鳥
川　
　

出　

口　

奈　

々

◆
教
養
掛

　

５
月　
　

福　

門　
　

村　

田　

継　

明　
　

◆
第

129
回
教
人
資
格
講
習
会
前
・
中
・
後
期
修
了
者

（
２
月
27
日
～
３
月
13
日
）

　
　
　

飛
鳥
川　
　

出　

口　

奈　

々

　
　
　

東
志
免　
　

吉　

丸　

理　

名

◆
別
席
願
（
２
月
16
日
～
４
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

西　

北　
　

森　

山　

真
由
美

　
　
　

飛
鳥
川　
　

出　

口　

理　

々

　
　
　

飛
鳥
川　
　

出　

口　

太　

一

　
　
　

飛
鳥
川　
　

畑　

楠　

彬
一
郎

　
　
　

飛
鳥
川　
　

畑　

楠　
　

慧

　
　
　

瀧　

登　
　

相　

場　

ゆ
た
か

　
　
　

岡　
　
　
　

井　

上　

和　

子

◆
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
願

（
２
月
16
日
～
４
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

忍　

海　
　

岡
橋
ア
ン
デ
ィ
優
太

　
　
　

上　

橘　
　

藤　

本　

光　

広

　
　
　

上　

橘　
　

藤　

本　

天　

道

◆
教
人
登
録

　

・
３
月
８
日
付

　
　
　

須　

光　
　

光　

武　

大　

和

　

・
３
月
25
日
付

　
　
　

飛
鳥
川　
　

出　

口　

奈　

々

　
　
　

東
志
免　
　

吉　

丸　

理　

名

葬
儀
は
大
野
真
也
・
鶴
城
分
教
会
長
斎
主
の
も

と
、
４
月
８
日
み
た
ま
う
つ
し
、
９
日
告
別
式
が

西
日
本
典
礼
大
宰
府
斎
場
（
福
岡
県
太
宰
府
市
）

で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
列
し
た
大
教
会
長
様

は
、
弔
辞
を
も
っ
て
、
６
代
会
長
と
し
て
道
の
上

に
尽
く
さ
れ
た
真
実
に
対
す
る
謝
意
を
表
さ
れ
ま

し
た
。

警固分教会
６代会長

田原清明 氏（75 歳）

４月７日お出直し

　

少
年
会
岡
団
（
蓮
池
弘
之
団
長
）
は
３

月
30
日
、
大
教
会
で
「
総
会
」
を
開
催
。

少
年
会
員

114
人
を
含
む
計

245
人
が
参
加
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
一
昨
年
は
「
集

い
」
を
開
催
し
、
昨
年
は
規
模
を
縮
小
し

て
「
総
会
」
を
再
開
。
今
年
も
未
だ
に
残

る
コ
ロ
禍
に
対
す
る
不
安
が
ぬ
ぐ
い
切
れ

な
い
が
、「
ど
れ
だ
け
の
参
加
が
あ
る
か

は
未
知
数
。
し
か
し
、
次
代
を
担
う
子
供

た
ち
の
た
め
に
、
最
大
限
の
準
備
を
し
よ

う
」
と
話
し
合
い
を
進
め
て
き
た
。

　

当
日
は
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
参

加
者
で
大
教
会
は
賑
わ
い
、
少
年
会
員
の

手
で
お
つ
と
め
を
実
施
。後
半
下
り
の「
て

を
ど
り
」
は
総
立
ち
と
し
、「
総
会
」
に

関
わ
る
全
員
で
お
つ
と
め
を
勤
め
た
。

　

午
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
６
種

類
の
模
擬
店
が
出
さ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
鼓
笛
隊
の
演
奏
も
披
露
。
抽
選
会
も

行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

皆で一手一つに　笑顔あふれる「総会」を開催

少年会岡団

　敷島大教会前会長・山田忠一先生から
頂戴した「教えと実行 2」を読ませてい
ただいて、学ぶ事がたくさんあります。
その一つに、「お与え頂く御用に軽重が
あるのではなく、勤める人の心に軽重
がある」という悟り方があります。「教
会にも種々の役職や立場があるが、いか
に重い御用を頂いても、それを受けて立
つ者の心に喜びと感激と責任感がなけれ
ば、理の重みはない」とのご指摘は、実
に的を射た話です。自分のこれまでの通
り方を反省すると同時に、これはどんな
場合でも通用する、大切な心の置き所だ
と思いました。

　私は、何かする時には「おやさまの御
用向きをさせて頂いているのだ」と、そ
う思うようにしています。そうしたら、
何をしても喜べます。
　ここに教祖がおられたら、きっとこう
なさるだろう。散らかっていたら片づけ
られる。汚れていたら掃除なさる。頑張っ
ている人はねぎらい励まし、悩み苦しん
でいる人がいたらたすけられる。そんな
教祖に代わってさせていただく事ができ
たら、私は嬉しい。そう思って、何でも
イソイソニコニコと明るい心で暮らした
いと願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　（吉田）



　「
親
神
様
、
教
祖
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ
と

が
で
き
た
」、「
楽
し
く
、
学
び
の
多
い
子
弟
練

成
会
だ
っ
た
」、「
親
神
様
、
教
祖
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
学
ん
だ
」、「
今
回
の
子
弟
練
成
会
で
、

自
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
お
つ
と
め
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
」

―
。

　

少
年
会
岡
団
総
会
終
了
後
の
３
月
30
日
夕
刻

よ
り
開
催
さ
れ
た
、「
教
会
子
弟
練
成
会
」。
今

回
は
九
州
、
関
東
、
関
西
の
各
地
か
ら
対
象
の

中
学
生
14
人
が
参
加
し
、
４
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
教
理
を
学
び
、
信
仰
を
深
め
た
。

　

教
祖
年
祭
活
動
の
一
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
今
回
の
練
成
会
は
「
教
祖
」
と
「
先
人
の

足
跡
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
。
お
ぢ
ば
で
ひ
の
き

し
ん
を
行
っ
た
ほ
か
、
記
念
建
物
と
教
祖
誕
生

殿
を
見
学
し
、
敷
島
大
教
会
を
参
拝
。
教
祖
年

祭
に
つ
い
て
の
ね
り
あ
い
も
実
施
し
た
。

　

心
と
体
が
大
き
く
成
長
す
る
中
学
生
。
多
感

な
時
期
で
も
あ
り
、
興
味
と
活
力
に
満
ち
る
一

方
で
、
親
子
関
係
が
難
し
く
な
る
時
期
と
も
言

わ
れ
る
。
そ
ん
な
彼
ら
が
参
加
し
た「
練
成
会
」

で
は
、
先
の
感
想
が
多
く
み
ら
れ
た
。
ま
た
、

保
護
者
か
ら
は
「『
特
別
な
体
験
を
し
て
き
た
』

と
い
う
表
情
が
見
ら
れ
、成
長
を
感
じ
た
」、「
信

仰
に
つ
い
て
親
子
で
話
す
機
会
が
少
な
い
中
、

練
成
会
は
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
。
参
加
後
の
子
供

た
ち
の
姿
を
見
て
、
同
世
代
の
仲
間
の
持
つ
力

の
偉
大
さ
を
感
じ
た
」と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　春色のおぢばに学生が集う「春の学生おぢ

ばがえり（春学）」。大教会からは 36人（学

生会員 22 人）が参加し、28 日には本部中

庭で行われた式典に臨みました。午後の「直

属アワー」も大いに盛り上がりました。

▲「練成会」に参加した中学生の教会子弟 14 人（写真左）。教理にふれ、鳴物練習にも取り組んだ（写真右）。

写真で振り返る一カ月

3月 　March

仲間と共に信仰を深めた4日間
次代を担う教会子弟の練成会を実施

大教会

ぜひ、友達登録してください

様々な情報を配信します。
ぜひ友達登録してください！

LINE 公式アカウント
天理教岡大教会

心ウキウキ〝春学〟に参加

　今年から、24日に執り行われることとなっ

た大教会の霊祭。祭儀では、大教会長様祭主

のもと、祖霊様の御前で祭文を奏上。大勢の

参拝者が先人のご遺徳を偲び、ご功績にお礼

を申し上げました。

　　　　

　４月 19日に開催される「婦人会総会」を

目前に、婦人会岡支部では婦人会はっぴの紐

を取り付けるひのきしんを実施しました。総

会に参加する方を思いながら、一つひとつ丁

寧に作業を進めます。

婦人会総会に向けた準備

大教会春季霊祭を執行

おてふりは　素直な心で基本通りに振る
大教会のおつとめ奉仕者を対象に「おつとめ勉強会」を実施

　大教会では２月 24 日の午前中、本部准員の

田中勇文先生を講師に招いて「おつとめ勉強会」

を実施。〝若手〟を中心とした対象のおつとめ

奉仕者 25 人が参加し、おてふりの研鑽につと

めた。

　当日は午前９時から正午にかけて、後半下り

をお手直し。基本の手や、手を振る位置、足の

運び方など、各下りごとに丁寧に指導を受けた。

また、疑問点には積極的に質問し、田中先生が

一つひとつ丁寧にご指導くださった。

　オーストラリアを布教地に活動を展開して

11年目を迎える「オーストラリア布教隊」。

4月 18 日の教祖誕生祭に併せて、４年ぶり

に模擬店を実施。多くの帰参者が模擬店を訪

れ、賑やかな雰囲気に包まれました。

AUS 布教隊による模擬店

4月 　April


